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従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
比
べ
、
よ
り

高
品
質
の
（
ゴ
ー
ス
ト
や
雑
音
の
な
い
）

映
像
と
音
質
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

新
た
な
放
送
方
式
で
す
。

◎
地
デ
ジ
に
す
る
と

　

電
波
は
無
限
に
利
用
で
き
る
と
い
う
訳

で
は
な
く
、
現
在
の
日
本
で
は
過
密
状
態

で
電
波
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
デ
ジ
に
す
る
こ
と
で
、
約
35
％
の
電

波
が
節
約
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
節

約
し
た
電
波
を
携
帯
電
話
の
通
話
エ
リ
ア

拡
大
や
、
新
し
い
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放
送

に
利
用
で
き
る
な
ど
、
よ
り
快
適
な
暮
ら

し
に
な
り
ま
す
。

◎
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ

　
約
３
万
円
〜
50
万
円
程
度

　

テ
レ
ビ
の
大
き
さ
や
搭
載
し
て
い
る
機

能
に
よ
っ
て
、
価
格
が
異
な
り
ま
す
。

◎
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
へ
の
買
い
替
え

　

も
し
く
は
、

◎
現
在
使
用
し
て
い
る
テ
レ
ビ
は
そ
の
ま

ま
で
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
録
画
機
器
を
買
い

足
し
、

　

さ
ら
に
、

◎
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置

　

し
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

で
も
受
信
可
能
な
場
合
が
大
半
で
す
が
、

地
デ
ジ
に
な
る
と
電
波
の
周
波
数
が
変
わ

る
た
め
、
調
整
や
交
換
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◎
支
援
内
容

・
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
。

　

（
テ
レ
ビ
は
支
給
し
ま
せ
ん
）

・
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
設
置
だ
け
で
ご
覧
に

な
れ
な
い
場
合
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ
な
ど

の
無
償
改
修
。

※
支
給
は
現
物
支
給
で
す
。
ご
自
身
で
購

入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の

精
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

支
援
を
受
け
る
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放

送
受
信
契
約
を
結
び
、
受
信
料
の
全
額
免

除
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画
質
と
高
音
質
が

楽
し
め
ま
す
。

②
デ
ー
タ
放
送
で
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予

報
な
ど
の
情
報
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
ま

す
。

③
字
幕
放
送
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
へ
優
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま

す
。

④
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
双
方
向

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑤
電
子
番
組
ガ
イ
ド
（
Ｅ
Ｐ
Ｇ
）
で
録
画

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
ま
で
あ
と
１
年

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
ま
で
あ
と
１
年

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
ま
で
あ
と
１
年

〜 

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？ 

〜

◆
地
デ
ジ
っ
て
何
？

◆
地
デ
ジ
の
特
徴
は
？

予
約
も
簡
単
に
行
え
ま
す
。

　

ワ
ン
セ
グ
（
携
帯
・
移
動
体
向
け
サ
ー

ビ
ス
）
を
利
用
す
れ
ば
、
外
出
先
で
も
地

デ
ジ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
災
害
時
に
は
避
難
経
路
や
安
否

情
報
な
ど
を
受
信
で
き
る
情
報
端
末
と
な

り
ま
す
。

◆
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
？

◆
い
く
ら
か
か
る
の
？

◎
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
約
５
千
円
〜
３
万
円
程
度

　

地
デ
ジ
の
ほ
か
、
Ｂ
Ｓ
や
Ｃ
Ｓ
な
ど
受

信
で
き
る
機
能
に
よ
り
価
格
が
異
な
り
ま

す
。

◎
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器

　
約
５
万
円
〜
30
万
円
程
度

　

地
デ
ジ
の
ほ
か
、
Ｂ
Ｓ
や
Ｃ
Ｓ
な
ど
受

信
で
き
る
機
能
に
よ
り
価
格
が
異
な
り
ま

す
。

◎
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

　
単
体
／
約
５
千
円
〜

　
設
置
工
事
費
／
約
３
万
円
〜

工
事
内
容
に
よ
り
費
用
は
異
な
り
ま
す
。

※

地
デ
ジ
受
信
の
た
め
の
支
援
や
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

◆
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

　
放
送
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
対

　
す
る
支
援

◎
支
援
対
象

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
を
全
額
免
除
さ

れ
て
い
る
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合

①
生
活
保
護
な
ど
公
的
扶
助
を
受
け
て
い

る
世
帯

②
障
害
者
の
方
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受

け
て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
（
０
３
３
）
８
４
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
４
（
９
６
６
）
８
７
１
９

○
平
　
日　
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

○
土
日
祝
日　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※

前
記
の
電
話
番
号
が
利
用
で
き
な
い
場

合
は
、
☎
０
４
４
（
９
６
９
）
５
４
２
５

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地上デジタル放送対応テレビ

UHF
アンテナ
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地
デ
ジ
に
な
る
こ
と
で
新
た
に
難
視
聴

と
な
る
場
合
、
次
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

①
共
同
受
信
施
設
（
共
同
ア
ン
テ
ナ
）
整

備
助
成

　

複
数
世
帯
（
２
世
帯
以
上
）
で
共
同
の

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
や
増
幅
器
、
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
な
ど
を
設
置
し
た
場
合
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

②
高
性
能
ア
ン
テ
ナ
、
敷
地
外
受
信
助
成

　

現
在
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
ま
た
は
設
置

場
所
で
は
地
デ
ジ
が
受
信
で
き
な
い
た

め
、
高
性
能
ア
ン
テ
ナ
へ
交
換
す
る
場
合

や
敷
地
外
へ
ア
ン
テ
ナ
を
新
設
す
る
場
合

な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

個
別
受
信
の
対
応
促
進
の
た
め
、
視
聴

者
が
容
易
に
受
信
の
確
認
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
「
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ

キ
ッ
ト
」
の
無
償
貸
出
し
支
援
を
行
っ
て

　

共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ

ン
）
内
の
共
同
受
信
施
設
や
、
建
造
物
等

に
よ
る
受
信
障
害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ

た
共
同
受
信
施
設
で
は
、
地
デ
ジ
対
応
の

た
め
の
経
費
負
担
が
過
重
と
な
る
場
合
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
部
を
国
が
助
成

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
助
成
対
象

　

世
帯
あ
た
り
３
万
５
千
円
以
上
の
負
担

経
費
が
掛
か
る
場
合
で
、
最
大
２
分
の
１

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
改
修
工
事
を
実
施

す
る
前
に
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口

　
☎
０
５
７
０
（
０
９
３
）
７
２
４

　
平　
日　
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※

前
記
の
電
話
番
号
が
利
用
で
き
な
い
場

合
は
、
☎
０
３
（
５
６
２
３
）
３
１
２
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
地
デ
ジ
に
変
え
た
が
映
ら
な
い
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
あ
る
。
」
、
「
ご
近
所
も
地
デ

ジ
が
映
ら
な
い
ら
し
い
。
」
な
ど
、
地
形

的
な
障
害
で
助
成
制
度
の
適
用
を
必
要
と

す
る
場
合
、
「
難
視
地
区
対
策
計
画
」
の

認
定
を
受
け
る
必
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
該
当
地
区
の
受
信
状
況
調
査

（
無
料
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
役
場

総
合
政
策
課
☎
（
２
５
）
５
０
０
４
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
地
デ
ジ
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省　
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
０
１

　

平　
日　
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

土
日
祝
日　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※

前
記
の
電
話
番
号
が
利
用
で
き
な
い
場

合
は
、
☎
０
３
（
４
３
３
４
）
１
１
１
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
山
陰
な
ど
の
地
形
的
な
要
因
に
よ
り

　
難
視
聴
と
な
る
方
に
対
す
る
助
成

◆
ア
パ
ー
ト
や
集
合
住
宅
な
ど
の

　
共
同
受
信
施
設
の
助
成

◆「
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
」

　
の
無
償
貸
出
し
支
援

い
ま
す
。

◎
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
の
内
容

・
地
デ
ジ
専
用
簡
易
ア
ン
テ
ナ

・
地
デ
ジ
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー

・
Ｂ

－
Ｃ
Ａ
Ｓ
カ
ー
ド

・
リ
モ
コ
ン

・
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ

・
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
（
５
ｍ×

２
本
）

・
中
継
コ
ネ
ク
タ
（
２
個
）

・
ビ
デ
オ
ケ
ー
ブ
ル

・
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ

・
リ
モ
コ
ン
用
電
池
（
２
本
）

・
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
、
取
り
扱
い
説
明

書
一
式

◎
支
援
の
申
込
方
法

　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
家
電
量
販
店
等
の
店
頭
で
入
手
可
能
な

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

本
人
確
認
書
類
を
添
え
て
、
地
デ
ジ
専
用

ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
事
務
局
ま
で
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
合
政
策
課
及
び

各
支
所
庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
支
援
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
事
務
局

　
〒
１
５
０

－

０
０
４
７

　
　
東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
16
番
地
２

　
ｂ
ｉ
ｔ　
ｃ
ｕ
ｂ
ｅ　
３
階

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
７
３
８
）
５
２
８
６

　
☎
０
３
（
３
４
６
７
）
５
２
５
６

◆
良
好
に
受
信
で
き
な
い
地
域
の

　
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
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８
月
１
日
か
ら
、
保
険
医
療
機
関
等
の

受
付
で
提
示
し
て
い
た
だ
く
「
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
新
し
く
な
り
ま

す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
の
色
は
「
緑

色
」
で
す
。
今
ま
で
の
被
保
険
者
証
は
８

月
以
降
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
新
し

い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
に
お
手
元
に
届

く
よ
う
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
は
、

入
院
の
際
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
と
食
事
代
等
の
自
己
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
「
薄
い
茶

色
」
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が

平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
軽
減
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
手
続
を
し
、
新
し
い
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
方
に
は
、
７
月
中
に
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
と
な
る
方
に
は
、
「
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
」
を
一
緒
に
郵
送
し
ま

す
。

　

保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
ら
な

い
普
通
徴
収
の
方
に
は
、
「
納
入
通
知

書
」
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
納
期
限

内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

○
１
期　

平
成
22
年
８
月
２
日

　

○
２
期　

平
成
22
年
８
月
31
日

　

○
３
期　

平
成
22
年
９
月
30
日

　

○
４
期　

平
成
22
年
11
月
１
日

　

○
５
期　

平
成
22
年
11
月
30
日

　

○
６
期　

平
成
22
年
12
月
27
日

　

○
７
期　

平
成
23
年
１
月
31
日

　

○
８
期　

平
成
23
年
２
月
28
日

　

○
９
期　

平
成
23
年
３
月
31
日

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
、

原
則
と
し
て
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

と
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
料
と
の
合
計

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
な

ど
は
、
納
入
通
知
書
ま
た
は
口
座
振
替

（
普
通
徴
収
）
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
中
に
所
得
の
変
更
等
に

よ
り
保
険
料
が
変
更
と
な
っ
た
方
は
、
10

月
か
ら
年
金
天
引
き
と
な
り
、
年
度
途
中

で
75
歳
に
な
ら
れ
た
方
、
転
入
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
度
は
年
金
天
引
き

と
は
な
ら
ず
、
納
入
通
知
書
ま
た
は
口
座

振
替
（
普
通
徴
収
）
で
の
納
付
と
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
制
度
に
加
入

し
た
時
期
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
次
の
①

　

通
常
、
被
保
険
者
証
の
更
新
期
間
は
１

年
間
で
す
が
、
保
険
料
の
滞
納
状
況
に

よ
っ
て
通
常
よ
り
有
効
期
間
の
短
い
被
保

険
者
証
（
平
成
23
年
１
月
31
日
期
限
）
を

交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者

で
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
を
対
象
に

医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
（
脳
ド
ッ
ク
含

む
）
を
受
診
し
た
場
合
、
一
人
１
６
，
０

０
０
円
（
毎
年
１
回
限
り
）
の
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、

認
印
、
被
保
険
者
証
、
領
収
証
及
び
健
診

結
果
を
持
参
の
う
え
、
役
場
町
民
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
７
月
末
ま
で
の
自
己
負
担
割
合
は

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
の
前
年
中
の
住
民

税
課
税
所
得
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。

□
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上　
３
割

　

（
現
役
並
み
所
得
者
）

□
課
税
所
得
１
４
５
万
円
未
満　
１
割

　

た
だ
し
、
所
得
で
３
割
負
担
に
該
当
す

る
方
の
う
ち
、
収
入
額
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
申
請
に
よ
り
１
割
負

担
と
な
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人
で
、
収

入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

②
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
２
人
以
上

で
、
収
入
額
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

③
同
一
世
帯
に
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
い

る
場
合
、
そ
の
方
と
被
保
険
者
の
収
入

額
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

◆
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お

知

ら

せ

◆
自
己
負
担
割
合
の
判
定

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　
認
定
証
の
申
請

◆
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

◆
人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

な
お
、
後
期
高
齢
（
こ
と
ぶ
き
）
健
診

と
人
間
ド
ッ
ク
を
重
複
し
て
受
診
し
た
場

合
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

◆
保
険
料
の
支
払
方
法

〜
③
に
分
か
れ
ま
す
。

①
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方

　

前
年
の
所
得
に
よ
り
確
定
し
た
年
間
保

険
料
か
ら
、
仮
徴
収
分
（
４
月
・
６
月
・

８
月
）
を
差
し
引
い
た
額
が
、
本
徴
収

（
10
月
・
12
月
・
２
月
）
で
３
回
に
分
け

て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

②
10
月
か
ら
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
方

　

７
月
・
８
月
・
９
月
ま
で
の
３
回
を
、

納
入
通
知
書
ま
た
は
口
座
振
替
（
普
通
徴

収
）
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
10
月
か
ら

年
金
天
引
き
に
な
り
ま
す
。

③
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

　

７
月
か
ら
３
月
ま
で
の
各
月
、
９
回
の

納
期
を
納
入
通
知
書
ま
た
は
口
座
振
替

（
普
通
徴
収
）
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。◆

平
成
22
年
度
　
納
入
通
知
書
の

　
納
期
限
（
口
座
振
替
日
）
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口
座
振
替
に
す
る
と
、
指
定
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
内
各
金
融
機
関
及
び
郵
便
局
に
「
み

な
か
み
町
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」
が
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
預
貯
金
通

帳
、
届
出
印
を
持
っ
て
、
直
接
、
次
の
金

融
機
関
、
郵
便
局(

ゆ
う
ち
ょ
銀
行)
の
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
再
度
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
取
扱
い
金
融
機
関

▽
群
馬
銀
行
▽
東
和
銀
行
▽
利
根
郡
信
用
金

庫
▽
北
群
馬
信
用
金
庫
▽
か
み
つ
け
信
用
組

合
▽
中
央
労
働
金
庫
▽
利
根
沼
田
農
業
協
同

組
合
▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
郵
便
局

※

口
座
振
替
は
通
常
、
金
融
機
関
へ
申
し

込
み
い
た
だ
い
た
月
の
翌
月
以
降
の
納
期

か
ら
の
開
始
と
な
り
ま
す
。
振
替
開
始
の

際
は
、
振
替
開
始
月
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具
に
つ
い
て

は
、
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
次

の
も
の
を
持
参
の
う
え
役
場
ま
た
は
各
支

所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
手
続
に
必
要
な
も
の

▽
医
師
の
診
断
書
▽
領
収
書
▽
銀
行
の
口

座
番
号
の
わ
か
る
も
の
▽
認
印

　

高
額
療
養
費
の
支
給
制
度
が
あ
り
ま

す
。
保
険
が
適
用
さ
れ
る
医
療
費
で
一
ヶ

月
に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
が
、
定
め
ら

れ
た
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
診
療

を
受
け
た
月
の
概
ね
３
〜
４
か
月
後
に
群

馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

　

入
院
時
の
食
事
代
（
標
準
負
担
額
）
は

一
食
あ
た
り
２
６
０
円
か
か
り
ま
す
。
世

帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
入
院

時
食
事
代
と
自
己
負
担
限
度
額
の
減
額
申

請
に
よ
り
、
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
認
定

証
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て
い
る
場

合
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
し
た

と
き
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
、
現
在
入
院
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
入
院
を
予
定
し
て

い
る
方
は
、
認
定
証
の
申
請
手
続
が
で
き

ま
す
。
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ

れ
、
毎
年
８
月
に
更
新
が
必
要
で
す
。

◎
認
定
証
申
請
の
際
に
お
持
ち
い
た
だ
く

も
の

▽
被
保
険
者
証
▽
認
印

※

代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
証
を
病
院
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
負
担
で
済
み
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
再
交

付
は
、
役
場
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
も
し
家
の
外
で
な
く

さ
れ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
交
番
等
、
警

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
治
療
用
装
具
を
つ

く
っ
た
ら
補
助
が
出
る
と
病
院
か
ら

聞
き
ま
し
た
。
手
続
方
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
紛
失
し
ま
し
た
。
再
発
行

で
き
ま
す
か
？

病
院
に
入
院
し
て
、
高
額
な
医
療
費

を
支
払
い
ま
し
た
。
払
い
戻
し
の
制

度
は
あ
り
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
入
院
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
で

す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
制

度
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付

さ
れ
て
い
る
方
も
、
金
融
機
関
で
口
座
振

替
の
手
続
を
行
い
、
「
本
人
控
え
」
を

持
っ
て
、
役
場
に
申
し
出
る
と
、
口
座
振

替
に
変
更
で
き
ま
す
。

◆
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い

◆
年
金
か
ら
口
座
振
替
に
変
更

　
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
２
７
（
２
５
６
）
７
１
７
１

■
申
請
書
な
ど
の
受
付

　
町
民
福
祉
課
　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
水
上
支
所
、
新
治
支
所

　
　
庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

■
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ
■

察
へ
必
ず
紛
失
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
本
人
、
同
居
の
ご
家
族
で
あ
れ
ば
、
本

人
確
認
書
類※

１

及
び
認
印
を
持
参
の
う
え

再
交
付
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

場
で
再
発
行
し
、
お
渡
し
し
ま
す
。

　

本
人
確
認
書
類
が
無
い
場
合
で
も
再
交

付
申
請
後
、
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

※

１　

運
転
免
許
証
や
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が
発

行
し
た
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
い
ず
れ
か

１
枚
、
顔
写
真
付
の
証
明
書
が
無
い
方

は
、
健
康
保
険
証
、
医
療
証
、
年
金
手

帳
、
年
金
証
書
な
ど
の
う
ち
、
複
数
枚

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
役
場
ま
た
は
各
支

所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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　今年の７月31日で国保高齢受給者証の有効期限が切れます。対象者には新しい受給者証（有効期限が８月
１日～翌年７月31日）を今月中に郵送しますので、８月１日以降にお使いください。また、医療機関での受
診時には、保険証と高齢受給者証を忘れずに提示してください。
■対象者
　国保加入の方で、年齢が70歳以上75歳未満の方（ただし、後期高齢者医療対象者を除きます。）
■一部負担金について
　一部負担金は前年の所得によって決められます。現在高齢受給者証を持つ人については、平成21年中の所
得により負担区分の判定を行い、一斉更新します。

　入院時の食事代の標準負担額を減額する「標準負担額減額認定証」を申請により発行しています。現在の
減額認定証は７月31日で有効期限が切れますので、すでに発行を受けている方で引き続き必要な方は、再申
請をしてください。
（住民税課税世帯は該当になりません。）
　今年度住民税非課税世帯で新たに減額認定証が必要な方も、被保険者証と印鑑、領収証などの入院期間が
わかる書類を持参のうえ役場窓口で申請してください。
　また、国保加入者と後期高齢者医療対象者に発行している「限度額適用認定証」、「限度額適用・標準負
担額減額認定証」の有効期限も７月31日で切れますので上記と同様の申請手続が必要です。

　皆さんが交通事故（第三者行為）などでケガをした時でも、国保で治療を受けることができます。
　ただし、治療費は原則として加害者が過失に応じて負担すべきものです。ですから、国保で治療を受けた
時は、国保が治療費を一時的に立て替え、後で加害者から国保に返してもらうことになります。
　そのため、交通事故などにあったら必ず国保窓口へ届け出て、必要な手続をしてください。

交通事故にあったときの注意点
　●警察に届ける　　　　　　　　　●必ず国保に届ける（保険証、印鑑、交通事故証明書が必要です）
　●国保に相談してから示談する

※住民税非課税世帯の人は「標準負担額減額認定証」（低所得Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額
認定証」）が必要となりますので役場窓口にて申請してください。
■低所得Ⅱ　その属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税の方
■低所得Ⅰ　その属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控

除を差し引いたときに０円となる方

■問い合わせ先
町民福祉課　福祉・医療グループ　☎（２５）５０１１

標 準 負 担 額（ １ 食 あ た り ）

① 一般の人（下記以外の人） ２６０円

② 住民税非課税の世帯に属する方等
　（低所得Ⅱの人）

90日までの入院 ２１０円

過去12か月間で90日を超える入院 １６０円

１００円③ 70歳以上で低所得Ⅰの方

新しい国民健康保険高齢受給者証を郵送します新しい国民健康保険高齢受給者証を郵送します

入院時食事療養費の減額認定及び限度額適用認定証などは再申請が必要です入院時食事療養費の減額認定及び限度額適用認定証などは再申請が必要です

標 準 的 な 食 事 代（ 食 事 療 養 費 ）

交通事故と国保診療交通事故と国保診療
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　福祉医療制度とは、子供や障害をお持ちの方など、下記の表に該当する方が医療機関にかかった時の自己
負担額を県と町とで負担する制度です。県と町が負担する費用には、入院時の食事療養費標準負担額や訪問
看護・柔道整復施術・治療用装具などの費用も含まれます。
　※高額療養費に該当する場合は、自己負担限度額の範囲を負担します。限度額を超えた分については、加
入している健康保険へお問い合わせください。

※１　『15歳まで』とは、満15歳の誕生日以後最初の３月31日まで
※２　『18歳未満』とは、満18歳の誕生日以後最初の３月31日まで

　福祉医療費を受給しているひとり親家庭などの人は、年に一度更新手続を行う必要があります。現在お手
元にある受給資格者証の有効期間は７月31日です。該当者には７月末までに更新手続の通知を郵送します。
　なお、申告等が必要な方にはその旨を書いた通知を郵送しますので、申告後手続をしてください。
〈窓口に持参するもの〉
　郵送した更新通知・保険証・お手元にある福祉医療費受給資格者証・印鑑
　　※平成22年１月２日以降にみなかみ町に転入した方は、同年１月１日現在の住所地の平成22年度所得・

課税証明書（21年分）が必要となります。

■問い合わせ先
町民福祉課　福祉・医療グループ　☎（２５）５０１１

種　類 資　格　要　件 手続に必要なもの

乳幼児 15歳まで※１ 保険証・印鑑

身体障害者手帳１級・２級 保険証・印鑑・身体障害者手帳

障害年金１級 保険証・印鑑・障害年金証書

障害年金１級程度の障害で
障害年金を受給できない人 保険証・印鑑・所定の診断書

療育手帳Ａ判定 保険証・印鑑・療育手帳

特別児童扶養手当１級 保険証・印鑑・特別児童扶養手当証書

ひとり親家庭など
所得税非課税者で18歳未満※２の子
を扶養している母子・父子家庭また
は父母のない18歳未満※２の児童

保険証・印鑑
本籍が本町にない人は戸籍謄本
転入者は前住所地の課税証明書

重度心身障害者
（65歳未満）

高齢重度障害者
（65歳以上で長寿医
療制度に加入の方）

福祉医療制度をご存知ですか？福祉医療制度をご存知ですか？
～該当する方は申請手続を～

福祉医療（ひとり親）の更新手続を福祉医療（ひとり親）の更新手続を
～８月から受給資格者証が新しくなります～
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「町長と語る会」のご案内 内閣総理大臣名の
書状を贈呈　町では、町民の皆さんからご意見を伺う公聴事業とし

て、「町長と語る会」を開催しています。
　町長と語る会は、「少子高齢化」をテーマに座談会形式
で行い、皆さんからのご意見を伺います。
　今回は、下記の日程により開催しますので、この機会に
是非、町長と語り合ってみませんか。皆さんのご参加をお
待ちしています。

「町長と語る会」日程

対象地区 日　時 開催場所

第７回

第８回

第９回

※参加は自由です。当日は、直接会場にお越しください。
※参加者が多く会場に入りきれない場合は、入場を制限させ
　ていただく場合があります。

■問い合わせ先
総合政策課　企画振興グループ　☎（２５）５００４

◆対象動物　　牛、めん羊、ヤギ、豚、シカ、イノシシ等の偶蹄類
◆口蹄疫の症状
　　突然40～41度の発熱、元気消失に陥ると同時に多量のよだれが見られ、口のまわりや口内、舌、ひづ
め、乳頭等に水ほう(水ぶくれ)を形成し、食欲が減退したり、足を引きずるなどの症状が見られます。

◆治療法　　治療法はありません。
◆口蹄疫を防ぐために
　　口蹄疫ウイルスは、非常に強い感染力を有しています。大切な飼養動物を口蹄疫から守るために
は、次のポイントに気を付けてください。

　　①農場を訪問する車や持ち込む器具等は、必ず消毒してください。
　　②関係者以外の農場への立入りは、極力避けてください。
　　③飼養する対象動物の健康観察は、毎日丁寧に行ってください。
　　④カラス、ネズミ等野生動物の侵入防止対策を講じてください。
　※おかしいなと思ったら、すぐに最寄りの家畜保健衛生所もしくは役場農政課まで連絡してください。

　４月20日、宮崎県で発生した家畜伝染病の「口蹄疫」が終息せず、現在もその感染が見られま
す。このことから、万が一のために次の対象動物を飼育する方に「防疫対策」、「早期発見」、「早期
連絡」のご協力をお願いします。

こんな症状が見られたら家畜保健衛生所か役場に連絡してください

利根沼田家畜保健衛生所　☎（２４）３８８８　ＦＡＸ（２４）３８８９
農政課　農政グループ　　☎（２５）５０１５

小川島・南区・
竹改戸・中村・
下区・上区

７月15日(木)
午後７時～８時30分 中村公民館

湯原・阿能川区

湯宿・笠原・
須川・谷地・
東峰・塩原区

７月29日(木)
午後７時～８時30分 豊楽館

７月21日(水)
午後７時～８時30分 湯原会館

■問い合わせ先
　総務省大臣官房総務課管理室
　☎　０３（５２５３）５１８２
　FAX０３（５２５３）５１９０

　総務省では、先の大戦におい
て、外地等（事変地の区域または
戦地の区域）に派遣され、戦時衛
生勤務に従事された旧日本赤十字
社救護看護婦および旧陸海軍従軍
看護婦の方（慰労給付金受給者は
除く）に対して、そのご労苦に報
いるため内閣総理大臣名の書状を
贈呈しています。
　ご本人またはご家族などからの
ご連絡をお待ちしています。
■請求期限
　平成23年３月31日(木)
※詳しくは問い合わせ先までご連
絡ください。

■問い合わせ先

こうていえき

ぐうているい
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ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
❻

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
❻

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
❻

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
紹
介
②

特
定
非
営
利
法
人

 

「
に
い
は
る
こ
ど
も
文
化
塾
」

●
代
表
者

　
　

持
谷
靖
子
さ
ん
（
猿
ヶ
京
）

●
団
体
住
所

　
　

猿
ヶ
京
温
泉
１
１
５
０

－

１

●
電
話
番
号　
　

（
６
６
）
１
８
７
４

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　
（
６
６
）
１
８
７
４

●
会
員
数　
29
名

●
設
立
年
月
日　
平
成
14
年
５
月
７
日

●
年
会
費　
５
，
０
０
０
円

●
入
会
金　
無
料

●
事
業
費

　

□
平
成
21
年
度
実
績

　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
２
，
５
１
７
円

　

□
平
成
22
年
度
予
算

　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
，
０
０
０
円

●
活
動
目
的

①
地
域
文
化
を
見
出
し
、
保
存
し
、
継
承

す
る
。

②
町
の
民
話
を
子
供
た
ち
に
伝
え
る
と
共

に
、一緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
。

③
町
の
民
話
ガ
イ
ド
を
通
じ
、
民
話
ガ
イ

ド
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

●
平
成
21
年
度
活
動
内
容

【
地
元
の
お
祭
り
に
民
話
で
参
加
】

　

菜
の
花
ま
つ
り
、
猿
ヶ
京
祭
、
み
な
か

み
祭

【
地
元
行
事
に
参
加
】

・
与
謝
野
晶
子
歌
碑
公
園
オ
ー
プ
ン
記
念

ひ
と
り
オ
ペ
ラ
「
乱
れ
髪
」
に
て
短
歌

朗
読
。

・
相
俣
ダ
ム
50
周
年
記
念
行
事
に
て
朗
読

参
加
。

【
そ
の
他
】
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
に
出
演

●
平
成
22
年
度
活
動
予
定

・
富
岡
製
紙
工
場
世
界
遺
産
応
援
公
園

「
か
い
こ
の
民
話
語
り
」

・
猿
ヶ
京
の
史
跡
、
文
学
碑
、
銘
木
、
お

願
書
の
民
話
ガ
イ
ド
開
始
。

・
恒
例
の
地
元
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
。

●
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

何
気
な
い
石
こ
ろ
や
、
木
に
も
語
り

（
物
語
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
物
語
を
聞

い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶

者
及
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に

審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半

額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
が
あ
り
、
所
得

に
応
じ
た
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
で
も
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と

未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
に

つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ

め
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
失
業
等

に
よ
る
理
由
を
除
く
）
。

　

今
ま
で
全
額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
お

り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
方
は
、
６
月
で

承
認
期
間
が
切
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

免
除
等
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
忘
れ
ず
に
役
場
町
民
福
祉
課
で

申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
　
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
０
４

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

　

町
民
福
祉
課
　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

※

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
皆
様
へ

　
町
内
の「
ま
ち
づ
く
り
団
体
」を
紹
介

し
ま
す
。紹
介
を
希
望
す
る
場
合
は
、問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　―

若
年
者
納
付
猶
予
制
度―

30
歳
未
満
の
方
は
承
認
を
受
け
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、

原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　

30
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者
で
所
得

の
少
な
い
方
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
世
帯
主
の
所
得
に
関
係

な
く
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

の
基
準
以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
期

間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ

た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期

間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反

映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
10
年
以
内
に
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。

　

承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月

ま
で
で
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
、
役
場
町

民
福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。



10

2010.07／第57号●●●●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

　

池
田
春
太
郎
さ
ん
（
後
閑
）
は
、
昭
和
42
年
か
ら

旧
月
夜
野
町
議
会
議
員
と
し
て
４
期
16
年
に
わ
た
り

奉
職
し
、
そ
の
間
、
総
務
文
教
常
任
副
委
員
長
や
議

会
運
営
委
員
長
を
歴
任
し
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備

や
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ

れ
、
５
月
20
日
に
岸
町
長
か
ら
ご
家
族
へ
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
に
お
い
て
、

平
成
22
年
度
環
境
保
全
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
「
月
夜
野
ホ
タ
ル
を
守
る
会
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
域
の
環
境
保
全
や
環
境
美
化
に
顕
著
な

功
績
が
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
、
毎
年
「
環
境
月

間
」
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ホ
タ
ル
を
守
る
会
は
、
環
境
の
変
化
に
敏
感
な
ホ
タ
ル
を

保
護
す
る
こ
と
が
地
域
の
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
と
、
昭
和

58
年
に
発
足
し
ま
し

た
。

  

約
２
３
０
人
の
会
員

は
、
「
ホ
タ
ル
の
里
」

の
草
刈
り
や
樹
木
の
枝

払
い
な
ど
の
生
息
環
境

整
備
や
、
環
境
教
育
、

自
然
保
護
の
啓
発
活
動

な
ど
を
長
年
に
わ
た
り

取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

Topics
ト・ピ・ッ・ク・ス

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  
●  
●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

● 

●  

●  

●  

● 

●  

● 

●  

● 

●  

● 

●  

● 

●  

● 

● ▲町旗を先頭に入場する関係者（入場行進の様子）

　５月30日、正田醤油スタジアム群馬を主会場とし
て、第27回県民スポーツ祭オープニング大会が開催
されました。
　当日は、残念ながら雨天の開会式となってしまい
ましたが、本町から選手、役員等あわせて約130名
が参加しました。
　競技は、５つの市町村の対抗競技と、２つの自由
参加種目に分かれて行われました。それぞれ熱戦を
繰り広げた結果、ターゲットバードゴルフにおいて
優勝、またゲートボール、800ｍリレー、綱ひきの
３種目で準優勝しました。総合成績においても町の
部３位という素晴らしい成績を修めることができま
した。

　５月30日、月夜野道路情報ターミナル周辺におい
て、県環境森林事務所主催の「春の環境美化運動清
掃活動」が行われ、各種団体関係者や県・町職員が
参加しました。
　この活動は、屋外で活動する機会が増える５月６
月の２ヶ月間を「春の環境美化月間」と定め、県
民・事業者及び行政が連携して、空き缶拾いなどの
ごみ清掃活動やパトロールを行うものです。また、
観光客に対するごみの持ち帰りや不法投棄の防止を
呼びかける普及啓発活動も行われました。
　当日は、約160人が参加して国道17号線沿いや、
利根川の河川敷などに捨てられた空き缶やペットボ
トル等のゴミのほか、粗大ごみなど、総重量約１ト
ンのごみを回収しました。

▼

写
真
㊨
＝
会
長
の
小
林
一
義
さ
ん(

下
牧
）

　
写
真
㊧
＝
副
会
長
の
原
浩
さ
ん(

上
組
）

故池田春太郎さんが
旭日単光章を受章
故池田春太郎さんが
旭日単光章を受章

月夜野ホタルを守る会が環境大臣賞受賞月夜野ホタルを守る会が環境大臣賞受賞

第２７回　県民スポーツ祭
　　　　　オープニング大会

春の環境美化１６０人がごみ拾い
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谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

準
備
会
で
は
、
事
業
の
一
環
と
し
て
、
谷

川
岳
周
辺
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
ウ
ォ
ー

タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
（
社
長
＝
田
村
修
さ
ん
）

の
支
援
を
い
た
だ
き
、
一
ノ
倉
沢
駐
車
場

に
「
一
ノ
倉
沢
概
念
図
」
が
、
ま
た
一
ノ

倉
沢
出
会
い
新
道
沿
い
に
「
人
道
橋
」
が

完
成
し
、
５
月
31
日
除
幕
式
並
び
に
渡
り

初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
関
係
者
を

含
む
80
名
が
見
つ
め
る
中
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
の
案
内
で
、
約
２
㎞
の
道
の
り
を
移

動
し
、
一
ノ
倉
沢
に
掛
か
る
「
人
道
橋
」

の
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
沼
田
公
園
に
お
い
て
利
根
沼
田
支
部
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
会
は
、
利
根
沼
田
管
内
の
市
町
村
か
ら
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
９
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
10
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
正
確
な
機
器
の
操
作
と
標
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
、

機
敏
な
動
作
・
行
動
・
安
全
性
等
に
つ
い
て
競
う
も
の
で

す
。

　

本
町
か
ら
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

そ
れ
ぞ
れ
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
上
位
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
個

人
表
彰
に
お
い
て
、
大
川
志
向
さ
ん(

第
９
分
団
）
が
、
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
２
番
員
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

各
分
団
と
も
利
根
沼
田
広
域
西
消
防
署
及
び
北
消
防
署
の

方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
長
期
に
わ
た
り
競
技
会
に
向
け

た
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
消
火
技
術

の
向
上
と
防
火
思
想
の
普

及
に
努
め
て
い
る
消
防
団

に
対
し
、
こ
れ
か
ら
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

第
９
分
団
（
第
５
位
）

　

第
２
分
団
（
第
６
位
）

　

第
６
分
団
（
第
７
位
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

第
３
分
団
（
第
５
位
）

　

第
４
分
団
（
第
６
位
）

　

第
９
分
団
（
第
７
位
）

地域の話題

ト・ピ・ッ・ク・ス

　

５
月
27
日
、東
京
の
ヤ
ク
ル
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、第
47
回

日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、飯
塚
文
さ
ん

（
月
夜
野
）に
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
女
性
会
は
、
女
性
の
立
場
か
ら
、
地
域
社
会

の
犯
罪
・
非
行
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う

と
共
に
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
助
け
、
犯
罪
者
・
非

行
少
年
の
更
生
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
女
性
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

飯
塚
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
に
入
会
以
来
、
旧
月
夜
野

町
、
み
な
か
み
町
と
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
会
員
と
し
て

活
動
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
更
生
保
護
女

性
会
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
更
生
保
護
の
心
と
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
に

長
年
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  
● 
●  

●  

●

更生保護に尽力
　飯塚文さんに法務大臣から感謝状

鈴木勲さん
　　特用林産功労者表彰

更生保護に尽力
　飯塚文さんに法務大臣から感謝状

鈴木勲さん
　　特用林産功労者表彰

　

５
月
24
日
、
東
京
都
内
に
お
い
て
、
日
本
特
用
林
産
振

興
会
総
会
が
行
わ
れ
、
鈴
木
勲
さ
ん
（
小
川
）
が
、
特
用

林
産
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
に
菌
床
椎
茸
栽
培
に
着
手

し
、
以
来
、
品
質
向
上
を
図
る
と
共
に
、
効
率
的
な
栽
培

管
理
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
き
の
こ
振
興
協
議
会
長
と
し
て
、
生
産
振
興

と
消
費
拡
大
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
、
群
馬
県
の
き
の

こ
産
業
推
進
役
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

谷
川
岳
周
辺
整
備｢

一
ノ
倉
沢

　
　
概
念
図｣

・｢

人
道
橋｣

完
成

平
成
22
年
度

　
利
根
沼
田
支
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●
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５
月
22
日
、
役
場
水
上
支
所
に
お
い
て
「
み
な
か
み
町
芸
術
の
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
東
京
藝
術
大
学
の
小
山
穂
太
郎
教
授
、
大
西
博
准
教
授

を
は
じ
め
、
今
年
度
に
作
品
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
る
卒
業
生
・
修
了
生

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
及
び
平
成
22
年
度
の

活
動
計
画
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
寄
贈
調
印
式
で
は
、
東
京
藝
術
大
学
の
卒
業
生
・
修
了
生
を
代

表
し
て
、
和
田
百
合
子
さ
ん
よ
り
岸
良
昌
町
長
へ
「
絵
画
作
品
譲
渡
申

出
書
」
が
提
出
さ
れ
、
町
長
よ
り
「
寄
贈
証
明
書
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
）
。

　

こ
の
委
員
会
は
平
成
18
年
度
に
設
立
さ
れ
、
東
京
藝
術
大
学
の
卒
業

生
・
修
了
生
の
皆
さ
ん
よ
り
絵
画
等
の
作
品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

東
京
藝
術
大
学
の
協
力
に
よ
り
、
み
な
か
み
町
の
芸
術
・
文
化
を
育
み

な
が
ら
町
の
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
、
町
が
収
蔵
し
た
作
品
数
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
の
５

年
間
で
１
２
６
作
品
に
も
及
び
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
町
内
の
公
共
施
設

や
旅
館
・ホ
テ
ル
、飲
食

店
等
に
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
東
京
藝
術

大
学
の
卒
業
生
・
修
了

生
等
が
企
画
す
る
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
作
品
の
一
部

を
「
広
報
み
な
か
み
」

で
紹
介
す
る
と
共
に
、

道
の
駅
水
紀
行
館
・
町

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
・
水
上
支
所
２
階

で
展
示
中
で
す
。
是

非
、
皆
さ
ん
も
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
11
日
、
利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
い

て
、
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
審
査
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
平
成
21
年
度
の
３
歳
児
健
診
で
虫

歯
が
な
か
っ
た
子
の
中
か
ら
、
上
牧
の
ト
ン
プ
ソ
ン

靖
子
さ
ん
・
太
陽
ウ
ィ
レ
ム
く
ん
親
子
、
和
名
中
の

南
雲
さ
つ
き
さ
ん
・
風
花
ち
ゃ
ん
親
子
、
町
組
の
青

木
由
香
さ
ん
・
空
く
ん
親
子
、
高
日
向
の
鈴
木
香
理

さ
ん
・
奏
真
く
ん
親
子
が
代
表
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
南
雲
さ
ん
親
子
が
優
秀
賞
、
ト
ン
プ
ソ

ン
さ
ん
親
子
、
青
木
さ
ん
親
子
、
鈴
木
さ
ん
親
子
が

優
良
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

Topics
ト・ピ・ッ・ク・ス

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

　みなかみ町の３歳児の虫歯保有率は31.4％（３
人に１人が虫歯をもっている状況）で、群馬県の
平均よりも高くなっています。
虫歯予防で大切なことは、「しっかり歯磨きをす
る」、「だらだらと間食をとらない」といったこ
とです。いずれ抜けてしまう乳歯であっても虫歯
になると、あとで生えて
くる永久歯にも大変悪い
影響を及ぼします。子供
たちが、自分で自分の歯
の大切さがわかるように
なるまでは、保護者の手
で守ってあげましょう。

青木由香さん（町組）
　　　空くん

南雲さつきさん（和名中）
　　　風花ちゃん

トンプソン靖子さん（上牧）
　太陽ウィレムくん

鈴木香里さん（高日向）
　　奏真くん

東京藝術大学卒業生・修了生より絵画作品等が寄贈される

平
成
22
年
度
　
利
根
沼
田

　
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
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●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

　

６
月
12
日
、
藤
原
の
屋
倉
体
育
館
に
お

い
て
、
利
根
川
を
テ
ー
マ
に
し
た
合
唱
組

曲
「
利
根
川
源
流
讃
歌
」
第
10
回
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
利
根
川
源
流
讃
歌
実

行
委
員
会
（
会
長
＝
林
親
男
さ
ん
）
の
主

催
に
よ
り
、
合
唱
団
員
約
３
２
０
名
が
参

加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
唱
団
員
は
、
県
内
全
域
か
ら
集
ま

り
、
本
町
か
ら
は
大
峰
コ
ー
ラ
ス
、
奥
利

根
コ
ー
ラ
ス
、
利
根
水
源
藤
原
合
唱
団
な

ど
の
団
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
藤
原
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
17
人
も
参
加
し
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
激
流
を
下
る
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
大
会
「
第
34
回
日
本
リ
バ
ー
ベ
ン

チ
ャ
ー
選
手
権
大
会
」
が
、
５
月
29
日
、

30
日
、
利
根
川
（
水
明
荘
か
ら
諏
訪
峡
の

コ
ー
ス
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
普
及
と

発
展
を
目
的
に
、
全
国
の
大
学
生
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
社
会

人
・
大
学
生
２
５
０
名
の
選
手
が
参
加

し
、
雪
解
け
で
激
流
と
な
っ
た
利
根
川

で
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
６
日
、
本
格
的

な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
恒
例
の
平
標

山(

１
，
９
８
４
ｍ)
の
山
開
き
が
「
平
標

山
の
家
」
前
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
者
は
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
登
山

口
よ
り
約
２
時
間
半
を
か
け
て
歩
き
「
平

標
山
の
家
」
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

宮
本
洋
一
さ
ん(

日
枝
神
社
／
羽
場)

と
、
関
係
者
、
一
般
参
加
者
約
40
人
が
参

列
す
る
中
、
神
事
が
執
り
行
わ
れ
登
山
者

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

雄
大
な
景
色
を
満
喫
し
た
あ
と
、
ま
だ

残
雪
の
残
る
山
頂
を
目
指
す
人
、
松
手
山

を
経
由
し
登
山
口
へ
戻
る
人
な
ど
、
思
い

思
い
に
１
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

地域の話題

ト・ピ・ッ・ク・ス

利
根
川
源
流
讃
歌

　
　
第
10
回
発
表
会

　

６
月
13
日
、
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
つ
き
よ
の
八
木
節
華
藤
会
五

周
年
記
念
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
18
年
に
結
成
さ
れ
、
会

員
一
同
「
八
木
節
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
人

間
性
や
郷
土
愛
を
表
現
で
き
れ
ば
」
と
の

強
い
信
念
と
情
熱
を
持
ち
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
、
老
人
ホ
ー
ム
等
で
八
木
節
や

踊
り
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
会
で
は
、
八
木
節
や
郷
土

民
謡
踊
り
、
舞
踊
、
太
鼓
演
奏
な
ど
が
行

わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

つ
き
よ
の
八
木
節

　
　
華
藤
会
発
表
会

第
34
回
　
日
本
リ
バ
ー

　
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
選
手
権
大
会

平
標
山
山
開
き
が
行
わ
れ
る
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■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

■
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
課　
下
水
道
グ
ル
ー
プ

    

☎
（
２
５
）
５
０
１
４

　

日
本
下
水
道
協
会
群
馬
県
支
部
で
は
、

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

更
新
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
資
格
は
、
平
成
20
年
度
の
制
度
改

正
に
よ
り
、
有
効
期
限
が
５
年
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
19
年
度

以
前
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
た
方
は
、

経
過
措
置
と
し
て
受
講
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
講
習
を
受
講
し
な
い
と
資
格
が
失

効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

▽
免
状
番
号
２
８
５
１
番
〜
４
３
５
０
番

▽
前
年
度
対
象
者
で
未
受
講
の
方

※

対
象
者
に
は
自
宅
へ
書
類
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日(

木)

〜
７
月
30
日(

金)

ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
滞
納
整
理
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
８

　

広
報
み
な
か
み
５
月
号
№
55(

Ｐ
16)

、

「
口
座
振
替
の
お
勧
め
」
の
中
で
口
座
振

替
の
で
き
る
金
融
機
関
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

◎
㈱
群
馬
銀
行

◎
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合

◎
㈱
東
和
銀
行

◎
利
根
郡
信
用
金
庫

◎
か
み
つ
け
信
用
組
合

◎
北
群
馬
信
用
金
庫

◎
中
央
労
働
金
庫

◎
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
関
東
地
域
及
び
山
梨

県
）

■
口
座
振
替
依
頼
書
に
つ
い
て

　

金
融
機
関
の
窓
口
に
口
座
振
替
依
頼
書

が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
役

場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
農
政
課　
農
政
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
５

　

「
21
世
紀
の
森
」
に
お
い
て
野
外
音
楽

■納税と納期限■■納税と納期限■■納税と納期限■

７月の納税
■納期限：８月２日（月)
固定資産税　　　　　第２期
国民健康保険税　　　第４期

８月の納税
■納期限：８月31日（火)
町県民税　　　　　　第２期
国民健康保険税　　　第５期

国民年金６月分の納期限は、
８月２日（月）です。
後期高齢者保険料第１期の納
期限は、８月２日（月）です。
介護保険料第３期の納期限
は、８月３1日（火）です。

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
資
格
更
新
講
習

■
受
講
日
お
よ
び
会
場

　

８
月
27
日(

金)　

高
崎
経
済
大
学

（
高
崎
市
上
並
榎
町
１
３
０
０
番
地
）

　

９
月
24
日(

金)　

桐
生
市
市
民
文
化
会

館
（
桐
生
市
織
姫
町
２
番
地
５
）

■
受
講
料　
無
料

※

責
任
技
術
者
証
の
作
成
費
用
１
，
０
０

０
円
の
み
徴
収
。

■
申
込
書
等
の
配
布

　

日
本
下
水
道
協
会
群
馬
県
支
部
か
ら
受

講
対
象
者
に
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※

免
状
番
号
が
２
８
５
１
番
よ
り
前
で
未

受
講
の
方
が
い
た
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
訂
正
と
お
詫
び

第
34
回
全
国
育
樹
祭
記
念
行
事

　
第
12
回
「
21
世
紀
の
森
」

　
　
野
外
音
楽
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

祭
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
「
環
境
と
森
と
木
の
ま
つ

り
」
が
同
時
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
地
域
の
物

産
販
売
、
飲
食
販
売
ブ
ー
ス
も
多
数
有
り
ま

す
。
今
回
は
、
ふ
る
里
み
な
か
み
親
善
大
使

で
あ
る
「
な
つ
こ
」
さ
ん
も
出
演
し
ま
す
。

　

前
売
り
券
は
、
農
政
課
及
び
各
支
所
に

て
若
干
枚
数
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　
８
月
８
日
（
日
）

※

雨
天
決
行
（
野
外
の
た
め
帽
子
・
雨
具

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
）

■
開
演　
午
前
11
時
（
開
場
／
午
前
10
時

　

終
演
予
定
／
午
後
４
時
30
分
）

■
会
場　
群
馬
県
立
森
林
公
園

「
21
世
紀
の
森
」(

沼
田
市
・
川
場
村)

■
時
間　
第
１
部
／
午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　

第
２
部
／
午
後
２
時
〜

■
出
演

◎
第
１
部　
▽
駒
形
ま
ゆ
子
▽
須
藤
恵
▽

高
橋
奈
保
子
▽
テ
リ
ー
齋
藤
▽
な
つ
こ
▽

二
荒
太
鼓
▽
女
声
合
唱
団
「
ら
ば
ん
ぶ
ら

ん
」
（
50
音
順
）

◎
第
２
部　
▽
因
幡
晃
▽
ダ
・
カ
ー
ポ
▽

ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン
（
50
音
順
）

■
前
売
券　
１
，
０
０
０
円(

税
込
み) 　

■
当
日
券　
１
，
５
０
０
円(

税
込
み)

※

中
学
生
以
下
無
料

■
主
催　
第
12
回
「
21
世
紀
の
森
」
野
外

音
楽
祭
実
行
委
員
会

■
協
賛　
▽
群
馬
県
▽
沼
田
市
▽
川
場
村

▽
み
な
か
み
町
▽
昭
和
村
▽
片
品
村
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■
問
い
合
わ
せ
先

　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
２
０
）
４
０
４
０

　
教
育
課　
生
涯
学
習
推
進
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

教
育
課
で
は
、
剪
画
（
切
り
絵
）
美
術

展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
各
受
賞
作
品
を
は
じ
め
、
「
自

画
像
」
の
テ
ー
マ
部
門
・
自
由
部
門
・

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
ほ
か
特
設
コ
ー
ナ
ー
な

ど
に
分
か
れ
１
０
０
以
上
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

■
期
間

　

７
月
30
日(

金)

〜
８
月
11
日（
水
）ま
で

※

８
月
２
・
９
日
（
月
）
は
休
館
。

■
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

※

８
月
11
日
（
水
）
は
正
午
ま
で
。

■
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
料
金　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
生
涯
学
習
推
進
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

「
月
夜
野
群
響
と
親
し
む
会
」
で
は
、

国
内
最
年
少
24
歳
の
群
馬
交
響
楽
団
の
新

鋭
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
水
谷
晃
氏
に
よ

る
「
第
39
回
風
の
音
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　
７
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

■
会
場　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他　
チ
ケ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
赤
谷
森
林
環
境
保
全

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
６
０
）
１
２
７
２

　

夏
休
み
に
ご
家
族
揃
っ
て
「
森
と
水
」

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
新
治
地
区

の
水
源
地
無
多
子
沢
で
、
豊
か
な
水
を
育

む
森
を
、
子
供
た
ち
へ
受
け
渡
す
た
め
の

催
し
と
し
て
、
森
の
仕
組
み
や
、
森
の
手

入
れ
を
学
び
体
験
し
ま
す
。

■
日
時　
８
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
開
催
場
所

　

永
井
無
多
子
沢
沿
い
の
三
国
国
有
林
内

■
集
合
場
所　
町
営
赤
沢
ス
キ
ー
場

■
集
合
時
間　
午
後
０
時
30
分

■
募
集
対
象　
小
学
生
以
上

※

小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
生
涯
学
習
推
進
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
、
町
民
の

方
々
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
場
と
し
て
、
次
の
お
と
り
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
関
心
の
あ
る
方
、
経

験
者
等
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
開
催
日　
毎
週
木
曜
日

※

祝
祭
日
を
除
く

■
会
場　
古
馬
牧
小
学
校
体
育
館

■
時
間　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
２
０
）
４
０
４
０

　
教
育
課　
生
涯
学
習
推
進
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

教
育
課
で
は
、
日
本
剪
画
協
会
長
の
石

田
良
介
先
生
指
導
に
よ
る
剪
画
（
切
り

絵
）
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
８
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
ま
で

■
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
費
用　
６
０
０
円
（
保
険
代
込
み
）

■
定
員　
30
人
（
先
着
）

第
26
回
日
本
剪
画
美
術
展

　
み
な
か
み
町
巡
回
展

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

剪
画
（
切
り
絵
）
教
室

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

■
参
加
費　
無
料

※

ス
ポ
ー
ツ
保
険
等
は
各
人
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
町
内
在
住
の
方

　

町
内
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

■
用
意
い
た
だ
く
も
の

▽
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ

▽
ラ
ケ
ッ
ト
（
無
く
て
も
可
）

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ム
タ
コ
の
日
」
開
催
の
お
知
ら
せ

■
申
込
締
切　
８
月
２
日
（
月
）

■
参
加
費　
６
０
０
円
（
傷
害
保
険
等
）

■
注
意
事
項　
服
装
は
野
外
活
動
が
で
き

る
服
（
長
袖
、
帽
子
、
軍
手
、
長
靴
等
）

で
、
雨
具
、
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
荒
天
の
場
合
は
中
止
。

■
内
容　
▽
森
の
仕
組
み
を
学
ぶ
自
然
観

察
会
・
調
査
▽
森
林
再
生
講
座
（
山
仕
事

体
験
）
▽
清
掃
活
動
（
ご
み
拾
い
）

第
39
回
　
風
の
音
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ



16

2010.07／第57号●●●●

暮 し の 情 報

in

L i v i n g

i n f o r m a t i o n

inakami

■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
商
工
課　
観
光
商
工
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
７

　

町
で
は
、
平
成
18
年
よ
り
、
芸
術
の
薫

る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
東
京
藝

大
を
卒
業
・
修
了
す
る
学
生
が
制
作
し
た

作
品
の
寄
贈
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
73
名
の

皆
さ
ん
か
ら
１
２
６
作
品
の
絵
画
等
を
収

蔵
し
、
町
内
の
公
共
施
設
等
27
箇
所
で
展

示
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
作
品
の
修
復
作
業
や
管
理
・
保
管

方
法
運
搬
方
法
、
展
示
方
法
の
講
習
会
を

左
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
第
１
回　
７
月
７
日(

水)

午
後
１
時
〜

○
第
２
回　
７
月
14
日(

水)

午
後
１
時
〜

○
第
３
回　
７
月
28
日(

水)

午
後
１
時
〜

■
場
所　
役
場
新
治
支
所　

２
階
会
議
室

■
費
用　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
聴
覚
障
害
者

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

　
〒
３
７
１

－

０
８
４
３

　
前
橋
市
新
前
橋
町
13

－

12

　
☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
４

　

県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
で
は
、
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
程　
８
月
16
日
（
月
）
〜
11
月
15
日

（
月
）
の
毎
週
月
曜
日
（
全
12
回
）

※

９
月
20
日
、
10
月
11
日
を
除
く

■
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
前
橋
市
新
前
橋
町
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
点
字
図
書
館

　
（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
５
６
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
８
０
）
４
１
０
３

　

県
立
点
字
図
書
館
で
は
、
点
字
図
書
等

の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
講
座
日
程

▼
基
礎
編　
８
月
24
日
〜
11
月
16
日
の
毎

火
曜
日
と
11
月
24
日
（
水
）
の
計
14
回

▼
応
用
編
（
講
義
と
課
題
検
討
）
11
月
〜

２
月　

修
了
日
２
月
22
日
（
火
）

■
時
間　
午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
▼
視
覚
障
害
者
の
現
状
と
福
祉

施
策
等
に
つ
い
て
▼
点
字
図
書
館
と
奉
仕

活
動
▼
点
訳
の
基
礎
理
論
と
実
践

■
受
講
資
格　
県
内
在
住
で
、
講
座
修
了

後
、
県
立
点
字
図
書
館
で
点
訳
資
料
製
作

の
奉
仕
活
動
が
で
き
る
人
。
ま
た
、
全
日

程
受
講
可
能
な
人
。

■
定
員　
20
人
程
度
（
選
考
）

■
受
講
料　
１
，
０
５
０
円(

テ
キ
ス
ト

代)■
応
募
方
法　
講
座
内
容
説
明
会
に
出
席

の
上
、
会
場
に
て
配
布
さ
れ
る
受
講
申
込

書
等
を
提
出
。

■
受
講
者
の
決
定　
受
講
申
込
者
に
は
選

考
結
果
を
８
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
お
知

東
京
藝
術
大
学
卒
業
生
・
修
了
生
の

寄
贈
作
品
修
復
と

取
扱
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

ら
せ
し
ま
す
。

■
講
座
内
容
説
明
会

　

次
の
日
程
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
回
に
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
席
さ
れ
る
日
時
を
当
館
ま
で
電
話
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
日
程

　

７
月
13
日
（
火
）
・
７
月
14
日
（
水
）

　

７
月
20
日
（
火
）
・
７
月
21
日
（
水
）

■
時
間　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
会
場　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

（
前
橋
市
新
前
橋
町
十
三
ー
十
二
）

県
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

■
内
容　
手
話
に
よ
る
初
歩
的
な
日
常
会

話
や
福
祉
制
度
、
聴
覚
障
害
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

■
対
象　
県
内
に
居
住
の
聴
覚
障
害
者
と

そ
の
家
族
で
、
手
話
を
学
ん
だ
こ
と
の
な

い
人
、
ま
た
は
手
話
技
術
が
未
熟
な
人

■
定
員　
10
人
（
選
考
）

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
聴
覚
に
障

害
の
あ
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
期
間　
７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月

２
日
（
月
）
必
着

■
申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
、
往
信
面

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

年
齢
、
職
業
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
ま
た
は
電

話
番
号
、
聴
覚
障
害
の
有
無
、
（
無
の
場

合
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
と
の
関
係
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。



17

広
報

L
iv

in
g

●In
f
o
r
m
a
t
io

n

■申し込み・問い合わせ先　奥利根水質浄化センター
　　　☎（２４）５２６１　ＦＡＸ（２４）５２１９

■
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
整
備
課　
管
理
・
建
設
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
０

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
だ
し
や
倒

木
に
よ
り
、
通
行
の
障
害
に
な
っ
て
い
る

箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原

因
で
、
歩
行
者
や
自
動
車
等
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
樹
木
の
所
有
者
の
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
土
地
の

所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
樹
木
の
伐
採
や
枝

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
作
業
時
の
注
意
事
項

○
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作
業

は
、
事
前
に
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡

し
、
立
会
い
の
も
と
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
通
行
車
両
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
、

樹
木
か
ら
の
転
落
防
止
等
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
関
東
財
務
局
前
橋
財
務
事
務
所

　
☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
９
５

　
群
馬
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　
平
日
☎
０
２
７(

２
２
３)

３
０
０
１

　
土
日
☎
０
２
７(

２
２
６)

２
２
６
６

　

借
り
過
ぎ
、
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、

貸
金
業
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

本
年
６
月
18
日
に
改
正
法
が
完
全
施
行

さ
れ
、
借
入
残
高
が
年
収
の
３
分
の
１
を

越
え
る
場
合
、
新
規
の
借
入
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　
借
金
の
返
済
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
早

め
に
相
談
を
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
会
福
祉
協
議
会　
福
祉
人
材
課

　
☎
０
２
７
（
２
８
０
）
４
１
０
７

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

を
開
催
し
ま
す
。

群馬デスティネーション
キャンペーンが開催されます
2011年７月１日～９月30日 

プレＤＣは今年2010.7/1～9/30

　デスティネーションキャン
ペーンとは、Destination(目的
地・行き先)＋Campaign(宣伝活
動)の合成語で、ＪＲグループ６
社と地方自治体、地元の観光事
業者が一体となって取り組む観
光宣伝事業を表す言葉です。
　みなかみ町でも官民一体と
なって地域の魅力ある素材を商
品化し、全国に向けて集中宣伝
し観光客の増加を図ります。

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

　
　
樹
木
の
伐
採
の
お
願
い
！

賃
金
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

　
　
受
講
試
験
開
催
の
お
知
ら
せ

■
試
験
日　
10
月
24
日
（
日
）

■
合
格
発
表
日　
12
月
10
日
（
金
）

■
試
験
会
場　
上
武
大
学
伊
勢
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
（
伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町
）
な
ど

■
受
験
資
格　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分

野
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

■
出
願
期
間

　

７
月
５
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

■
出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙
に
よ
り

申
し
込
む
（
郵
送
の
み
）

■
出
願
用
紙
の
配
布

①
開
始
時
期　
７
月
１
日
（
木
）

②
配
布
場
所　
▽
県
社
会
福
祉
協
議
会
▽

県
介
護
高
齢
課
▽
県
中
部
福
祉
事
務
所
及

び
保
健
福
祉
事
務
所
▽
県
内
各
市
役
所
・

町
村
役
場

■日時　７月23日(金)午後１時30分～４時まで
■場所　奥利根水質浄化センター　会議室（管理棟２階）
■内容　下水道のしくみ、下水・処理水等の観察
■定員　15組（親子）
■対象　利根沼田地区在住

の、保護者と子、
友達
（小学生・中学生）

■募集期間
　７月１日(木)～

14日(水)まで
■申込方法
　奥利根水質浄化センター
に直接電話かＦＡＸでお申
し込みください。なお、先
着順ですのでお早めにお申
し込みください。

「夏休み親子教室」顕微鏡観察の様子
（写真提供：奥利根水質浄化センター）

「よみがえる水」夏休み親子教室　参加者募集「よみがえる水」夏休み親子教室　参加者募集

奥利根水質浄化センターでは、夏休み親子教室を開催します。
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■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
行
政
グ
ル
ー
プ

    

☎
（
２
５
）
５
０
０
１

　

町
で
は
、
町
職
員
採
用
第
１
次
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望

す
る
人
は
、
職
員
採
用
試
験
申
込
書
を
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、
総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ

及
び
各
支
所
庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
試
験
区
分　
一
般
職　

教
養
試
験

　

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
）

■
採
用
予
定
人
員　
若
干
名

■
採
用
予
定
日　
平
成
23
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格　
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
期
日　
９
月
19
日
（
日
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
整
備
課　
管
理
・
建
設
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
９

　
各
支
所　
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ

　
水
上
支
所　
☎
（
７
２
）
２
１
１
１

　
新
治
支
所　
☎
（
６
４
）
０
１
１
１

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
７
月
１
日（
木
）〜
15
日（
木
）

■
入
居
日　
８
月
中
旬
予
定

■
募
集
戸
数　
17
戸

●
矢
瀬
団
地

　

１
号
棟
２
０
２
号
室
（
３
Ｋ
）

　

３
号
棟
４
０
３
号
室
（
３
Ｋ
）

●
第
３
矢
瀬
団
地

　

７
号
棟
４
０
４
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
上
牧
団
地

　

21
号
棟
２
０
２
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
大
穴
団
地　

　

Ｊ
棟
１
０
１
号
室
・
１
０
２
号
室
・

　
　
　

１
０
５
号
室
・
２
０
２
号
室
・

　
　
　

２
０
４
号
室
・

　
　
　

３
０
４
号
室
（
３
Ｋ
）

●
鹿
野
沢
団
地

　

Ｋ
棟
１
０
３
号
室
・
４
０
１
号
室
・

　
　
　

４
０
３
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

Ｌ
棟
３
０
６
号
室
・
４
０
５
号
室
・

　
　
　

４
０
６
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
藤
原
団
地

　

コ
ス
モ
ス
棟
１
０
１
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏

　
振
興
整
備
組
合
事
務
局

　
☎
（
２
２
）
３
６
９
１

　

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
で
は
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　
消
防
士

■
採
用
予
定
人
員　
５
名

■
採
用
予
定
日　
平
成
23
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
こ
と
。
ま
た
、
昭
和
60

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
身
長
１
６
０
㎝
以
上
、
体

重
50
㎏
以
上
、
胸
囲
が
身
長
の
お
お
む
ね

２
分
の
１
以
上
、
視
力
は
矯
正
視
力
を
含

み
両
眼
で
0.7
以
上
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
0.3

以
上
で
色
覚
が
正
常
で
あ
り
、
聴
力
が
左

右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

　

採
用
さ
れ
た
場
合
、
利
根
郡
内
及
び
沼

田
市
内
に
居
住
し
得
る
者
。

■
第
１
次
試
験
（
体
力
検
査
）

○
日
時　
８
月
21
日
（
土
）
８
時
30
分
〜

○
場
所　
利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

■
第
２
次
試
験

　
（
適
性
検
査
、
一
般
常
識
、
作
文
）

募

集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
住
宅
供
給
公
社

　
☎
０
２
７
（
２
１
０
）
６
６
３
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
２
３
）
９
８
０
８

　

県
住
宅
供
給
公
社
か
ら
、
７
月
入
居
募

集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

■
募
集
団
地
等

　

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
入
居
資
格　
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お

り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、
ま
た

は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

※

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）
〜
15
日
（
木
）
ま
で

■
入
居
可
能
日　
10
月
１
日
（
金
）

■
申
込
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

■
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所　

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
土
木
事
務
所
、
市

役
所
・
町
村
役
場

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
か
み
町
職
員
募
集

　

職
員
採
用
第
１
次
試
験
を
実
施

■
試
験
場
所　
み
な
か
み
町
役
場

■
申
込
期
間　
７
月
５
日
（
月
）
〜
８
月

９
日
（
月
）
ま
で

平
成
22
年
度　

利
根
沼
田

　

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

　
　
　

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

※

合
格
者
に
別
途
通
知

■
第
３
次
試
験
（
面
接
）

※

合
格
者
に
別
途
通
知

■
合
格
発
表　
利
根
沼
田
文
化
会
館
前
の

掲
示
板
へ
掲
示
、
及
び
受
験
者
へ
通
知
。

■
受
付
期
間　
７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月

６
日
（
金
）
ま
で

※

土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
に
受
験
者
本
人
が
持
参
。

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集



19

広
報

L
iv

in
g

●In
f
o
r
m
a
t
io

n

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
総
務
・
学
校
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
６
２
）
２
２
７
５

　

み
な
か
み
町
教
育
委
員
会
及
び
水
上

小
・
幸
知
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
で

は
、
平
成
23
年
４
月
に
両
校
が
統
合
し
て

開
校
す
る
新
し
い
水
上
小
学
校
の
「
校

歌
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）
〜
８
月
31
日
（
火
）

■
内
容　
水
上
小
学
校
校
歌
の
歌
詞
作
成

　

両
校
の
校
歌
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
谷
川
及

び
谷
川
岳
、
利
根
川
等
）
を
入
れ
た
も
の

で
、
地
域
に
合
っ
た
歌
詞
に
す
る
こ
と
。

■
応
募
方
法

①
応
募
用
紙
に
よ
る
。

※

応
募
用
紙
は
、
水
上
支
所
及
び
町
教
育

委
員
会
教
育
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

②
応
募
用
紙
以
外
で
も
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用

紙
で
あ
れ
ば
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
作
品
と
内
容
説
明
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

③
応
募
に
つ
い
て
は
町
教
育
委
員
会
教
育

課
ま
で
郵
送
及
び
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
選
定
方
法　
選
定
委
員
会
に
よ
る

■
懸
賞

　

優
秀
賞
１
名　

５
万
円
（
商
品
券
）

　

優
良
賞
３
名　

１
万
円
（
商
品
券
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
少
子
化
対
策
・
青
少
年
課

青
少
年
育
成
係

　
〒
３
７
１

－

８
５
７
０

　
前
橋
市
大
手
町
１
丁
目
１

－

１

　
☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
９
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
２
６
）
２
１
０
０

　
メ
ー
ル

shoushikaka@
pref.gunm

a.jp

■
内
容
・
期
日　

〔
基
礎
講
座
〕
携
帯
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
め
ぐ
る
現
状
と
問
題
、
各
種
ネ
ッ
ト
遊

び
サ
イ
ト
体
験
実
習
、
実
践
の
た
め
の
プ

レ
ゼ
ン
指
導

▽
第
１
回
／
７
月
26
日
（
月
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
▽
第
２
回
／
７
月
27
日

（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〔
実
技
講
座
〕
実
践
方
式
で
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
講
習
会
参
加
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
同
伴
で
見
学
・
参
加
）

〔
上
級
講
座
〕
12
月
〜
１
月
に
２
回
実
施

予
定

■
場
所　
群
馬
県
庁
101
会
議
室

※

実
技
講
座
に
つ
い
て
は
講
習
会
場

■
受
講
料　
無
料

■
定
員　
20
名
程
度

　
　
　

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
募
集
期
限　
７
月
16
日(

金)

【
必
着
】

■
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
連
絡
先
、
応
募
動
機
を
明
記
の
う

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
商
工
課
内

「
藤
原
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
事
務
局

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２
）
３
２
１
１

■
期
日　
８
月
22
日
（
日
）
雨
天
決
行

■
会
場　
藤
原
湖
運
動
広
場

■
コ
ー
ス

○
高
校
生
以
上　
約
13
㎞

　

藤
原
ダ
ム
管
理
支
所
前
往
復

○
中
学
生
男
子　
約
６
㎞

　

藤
原
ダ
ム
管
理
支
所
前
ス
タ
ー
ト

○
中
学
生
女
子
・
小
学
生
男
女　
約
３
㎞

　

平
出
地
区(

農
村
公
園
前)

ス
タ
ー
ト

※

状
況
に
よ
り
、
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
日
程　
７
時
10
分
〜
８
時　

受
付

　
　
　
　

９
時　

ス
タ
ー
ト

■
種
目　
▼
①
青
年
男
子
の
部
／
年
齢
15

歳
〜
39
歳
ま
で
▼
②
壮
年
男
子
の
部
／
年

齢
40
歳
〜
49
歳
ま
で
▼
③
実
年
男
子
の
部

／
年
齢
50
歳
〜
59
歳
ま
で
▼
④
高
年
男
子

の
部
／
年
齢
60
歳
以
上
▼
⑤
女
子
の
部
／

年
齢
15
歳
〜
39
歳
ま
で
▼
⑥
壮
年
女
子
の

部
／
年
齢
40
歳
以
上
▼
⑦
中
学
男
子
の
部

新「
水
上
小
学
校
」の
校
歌
募
集

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（
６
２
）
０
０
８
１

◆
心
配
ご
と（
民
生・人
権・行
政
）相
談
所

■
水
上
会
場　
７
月
20
日
（
火
）

　

会
場　

社
会
福
祉
協
議
会　

水
上
支
所

■
新
治
会
場　
８
月
17
日
（
火
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

◆
法
律
相
談
所

■
月
夜
野
会
場　
７
月
９
日
（
金
）

　

会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

■
水
上
会
場　
８
月
６
日
（
金
）

　

会
場　

社
会
福
祉
協
議
会　

水
上
支
所

心
配
ご
と
・
法
律
相
談
所

相

談

相
談
は
、予
約
制
で
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

時
間
は
全
て
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

第
53
回
藤
原
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

／
中
学
生
の
男
子
▼
⑧
中
学
女
子
の
部
／

中
学
生
の
女
子
▼
⑨
小
学
男
子
の
部
／
小

学
生
の
男
子
で
４
年
生
以
上
▼
⑩
小
学
女

子
の
部
／
小
学
生
の
女
子
で
４
年
生
以
上

■
参
加
料

　

一
般
・
高
校
生　

２
，
０
０
０
円

　

小
・
中
学
校
生　

無
料

※

申
し
込
み
受
付
後
の
参
加
料
は
、
返
却

し
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限　
７
月
16
日
（
金
）
ま
で

県
子
ど
も
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
イ
ン
ス
ト

　
　
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
受
講
生
募
集

え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
様
式
は
自
由
）
。

※

受
講
者
の
決
定
は
、
本
人
宛
に
通
知
し

ま
す
。
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シ
リ
ー
ズ
　
十
六

清
水
峠
　湯
桧
曽
口
留
番
所

　

徳
川
幕
府
は
、
表
向
き
は
交

通
取
り
締
ま
り
、
治
安
維
持
、

犯
人
の
検
問
等
の
た
め
関
所
及

び
番
所
を
方
々
に
置
い
た
。

　

当
地
方
と
し
て
は
、
猿
ヶ
京

に
関
所
を
置
い
た
外
、
清
水
峠

の
監
視
と
し
て
湯
桧
曽
番
所
を

置
い
て
交
通
を
停
す
る
た
め
の

も
の
で
、
口
留
番
を
配
布
し
て

そ
の
条
目
を
堅
く
守
ら
せ
、
近

隣
の
も
の
の
や
む
を
得
な
い
用

事
の
た
め
の
交
通
を
認
め
る

他
、
総
じ
て
交
通
を
停
め
た
。

怪
し
い
も
の
は
、
番
所
詰
め
の

も
の
を
付
け
て
、
行
動
を
監
視

し
越
後
に
退
去
さ
せ
た
。
番
所

開
始
の
時
は
定
か
で
は
な
い

が
、
寛
永
時
代
沼
田
城
主
真
田

河
内
守
信
吉
時
代
か
ら
明
治
元

年
ま
で
続
い
た
。
「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
と
い
っ
て
、
女
人
と
鉄
砲
に
つ
い
て
は
、
特
に

厳
重
を
極
め
た
。
関
東
一
帯
防
衛
の
一
環
を
成
し
て
い
た
。
番
所
は
、
湯
桧
曽
阿
部
家

（
本
家
）
が
代
々
こ
れ
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
藤
原
字
槁
詰
に
藤
原
口
留
番
所

が
あ
っ
た
。
こ
の
番
所
は
真
田
時
代
か
ら
置
か
れ
て
お
り
、
藤
原
か
ら
会
津
の
桧
枝
肢
に

通
ず
る
山
道
の
通
行
を
禁
止
し
て
小
関
所
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。
役
人
は
沼
田
藩
主

か
ら
派
遣
さ
れ
毎
年
交
代
で
監
視
を
続
け
て
い
た
。
現
在
、
槁
詰
は
藤
原
湖
の
湖
底
と

な
っ
て
い
る
。

実
行
委
員
　
小
野
　
宏
寿
（
阿
能
川
）

み
な
か
み
町

み
な
か
み
町

▲

清
水
街
道
に
残
る
石
積

夜の部で再開！
男性の参加者も大歓迎！
　４月より休止していた、体操教
室の「夜の部」が再開することと
なりました。
　参加申込は不要です。直接会
場へお出かけください。
　室内シューズ・タオル・飲み物
をご持参ください。
　皆さんの参加をお待ちしてい
ます。
■エアロビクス教室
■夜の部（毎週月曜日）
○開催日　７月５日・12日・26日
○時　間　午後８時～９時まで
○会　場　新治Ｂ＆Ｇ
　　　　　海洋センター２階
■ ■ ■ 問い合わせ先 ■ ■ ■
子育て健康課　健康推進グループ

☎（６２）２５２７

体操教室再開の
お知らせ

今月号から『ふる里みなかみ親善大使』であり、『町のうた』の歌手でもあ
る『なつこ』さんのコラムを連載することになりました！

なつコラムなつコラム

　みなかみ町の皆様こんにちは  ！ 『なつこ』です。

　今回から『なつコラム』ということで、スタート致しました。

　私から見た「みなかみ町」や、近況などお伝え出来たらと思ってます。

今回はこの場をお借りして皆様にご挨拶を申し上げます。

　私は昨年の10月、みなかみ町のイメージソング『ふる里「みなか

み」』・C/W『心の旅』で、徳間ジャパンコミュニケーションズより全国デ

ビューをしました。

　この歌は、昨年みなかみ町が町村合併５年目を迎えるにあたり作ら

れた町の歌です。

　先月には、みなかみ町の『ふる里みなかみ親善大使』にも任命をし

て頂きました。これからもこの素晴らしいみなかみ町を、歌を通して全国

にＰＲし、町の活性化に繋がるよう務めて参ります。

　今後とも宜しくお願い致します。

No.1

http://profile.ameba.jp/natsuko~room/http://profile.ameba.jp/natsuko~room/
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日 月 火 水 木 金 土

中央・カルチャーセンター・新治・水上

新治
公民館

中央
公民館

水上
公民館

カルチャーセンター
児童図書室

新治
公民館

7月 7月

7月 7月

●開室日（　印）
　月曜日と祝祭日を除く日　午前９時～午後５時
●おはなしの会（●印）
　と　き／７月18日（日）　午後２時～
　ところ／新治公民館図書室

◎印はおすすめの１冊

中央
公民館
後閑321-1　☎62-2275
●開室日（　印）　
　火・木・土曜日
　午前９時～午後５時（祝祭日を除く日）
　日曜日（第１・第３）午前９時～１２時
※開室日の12時～13時の間は休室になります

水上
公民館
湯原441　☎72-3707
●開室日（　印）
　月曜日と祝祭日を除く日
　午前９時～午後５時
　※開室日の１２時～１３時の間は休室になります

カルチャーセンター
児童図書室
上牧1735　☎20-4040
●開室日（　印）
　原則として月曜日と祝祭日の翌日を除く日　午前９時～午後５時
●おはなしの会（●印）
　と　き／７月15日（木）　午後３時３０分～
　ところ／カルチャーセンタープレイルーム

新着図書の紹介 新着図書の紹介
◎印はおすすめの１冊

◎印はおすすめの１冊
新着図書の紹介 新着図書の紹介

◎印はおすすめの１冊

●一般書●
　◆不等辺三角形／内田康夫
　◆行正り香の朝ごはんメニュー／行正り香
　◆福山雅治という生き方／さくら真
　◆ひとりの午後に／上野千鶴子
　◆炎上する君／西加奈子
◎◆天地明察／冲方丁 （他）
●児童書●
　◆かぞえてかぞえてたんじょうび／ヤーク・ドレーセン
◎◆アリクイにおまかせ／竹下文子
　◆もねちゃんのたからもの／たかおゆうこ
　◆パパ、おばけがいるよ。／ヒド・ファン・ヘネヒテン
　◆とらばあちゃんのうめしごと／垂石眞子 （他）

●一般書●
　◆真昼なのに昏い部屋／江國香織
◎◆小暮写真館／宮部みゆき
　◆ＢＯＸ！上下巻（文庫版）／百田尚樹
　◆マドンナ・ヴェルデ／海堂　尊
　◆おたふく／山本一力
　◆いきいき脳のつくり方／古賀良彦 （他）
●児童書●
　◆ぼくとかあさん／いもとようこ
　◆いそがしいぞはしれはしれ／ベネディクト・ブラスウェイト
◎◆おねえちゃんってふしぎだな／北川チハル
　◆あたしのサンドイッチ／久保晶太 （他）

●一般書●
　今月の新着図書はありません
●児童書●
◎◆ぽんたのじどうはんばいき／加藤ますみ
　◆だれかな？だれかな？／なかやみわ
　◆あめかな？／Ｕ．Ｇ．サトー
　◆おさんぽおさんぽ／ひろのたかこ
　◆あなたがだいすき／ロビン・クルーズ
　◆ぴかぴかのて／和氣のりこ
　◆きいろいばけつ／もりやまみやこ
　◆つりばしゆらゆら／もりやまみやこ
　◆きになるともだち／内田麟太郎
　◆きたきたうずまき／元永定正

●一般書●
　◆いいんだか悪いんだか／林真理子
　◆奇妙な賽銭／澤田ふじ子
　◆子どもの気持ちがわかる子育てはもっと楽しい／佐々木正美
　◆グラツィオーソ／山口なお美
◎◆神苦楽島　上下巻／内田康夫
　◆野菜の育て方 （他）
●児童書●
　◆たまごのなかにいるのはだあれ？／ミア・ポサダ
　◆難病の子猫クロといつもいっしょ／山岡睦美
◎◆あめがふってよかったね／石倉ヒロユキ
　◆こぐまくん、ないしょだよ／ふくだじゅんこ
　◆生きものがきえる／真珠まりこ （他）

図・書・室・だ・よ・り

布施365　☎64-0111
●● ●●

●● ●●
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　「ほたるの苑デイサービスセンター」は、月夜野総合体育
館と月夜野中学校の間、町の保健福祉センターの一角にあ
ります。平成１４年に新設された社会福祉協議会が運営す
る定員３０名の施設で、一日平均２５名前後の方が利用して
います。
　デイルーム南面からは、柔らかな日射しとともに赤谷川を中
心とした景観が楽しめます。対岸の小川島集落をはじめ、
ホッケー場や中学校の校庭などを一望することができます。
春の桜や新緑の季節などは大変によい眺めです。北面は中
庭を囲むように回廊があり、車いすを自走したり、杖をついて
歩行訓練をする利用者もいます。
　日常生活訓練の中でのレクリエーションでは、輪投げやス
トライクボールなど、一人ひとりが主人公となれるので、皆と
びっきりの笑顔を見せます。
　管理者の丸山さんは、「今までも介護度が重く、ベッドから
起きられないような方もご利用いただきました。自分で動ける
方ばかりでなく、重度の方も安心してご利用できる施設であり
たいと思います。」と話されていました。

◎催眠商法とは
　民家の一室や軒先、ガレージなどを借りて日用雑貨などを
景品として渡すことを口実に、近所の高齢者等を集めます。
面白おかしく話をしながら『これ欲しい人？』と言って手を挙
げさせ、最初は安価な日用品を無料で配ります。何品かの
安価な日用品を配り終えると、次はもう少し高価な商品をも
無料で配り、得をした気分とただでこんなにもらって申し訳な
いなぁと言った気分にさせます。密閉された部屋で熱狂的
な雰囲気に盛り上げられ、競争意欲と購買意欲をあおり、冷
静さを無くさせます。
　安価な日用品等で手元がいっぱいになったところから催
眠商法が始まります。今度は高価な商品（羽毛布団や健康
機器、健康食品など）を取り出し『これ欲しい人？』と同じか
け声に思わず手を挙げてしまうようにし向け、高額な契約を
相手の言いなりにしてしまうような手口です。

◎催眠商法に遭わないために
①それと思われる業者に安易に場所を貸さない。また、会場
に誘われても行かない。
②仮にそれとわからずに会場に行った場合でも、安易に品
物をもらったり、雰囲気にのまれたりしない。
③「ただより高いものはない」「そんなうまい話はある筈がな
い」と常日頃から心掛けましょう。
◎催眠商法に遭ってしまったら
　クーリングオフ制度を利用して解約しましょう。
　（先月号に詳細を記載）

●通所介護（介護予防）施設とは
　自宅からの通い（送迎付き）により、要支援以上と認定
された介護を必要とする方々に食事や入浴、リハビリや
レクリエーション活動などを通じて、日常生活動作の向
上、健康保持や仲間作りなどのサービスが受けられます。
　また、介護者の負担軽減にも有効な施設です。
　次号では、通所リハビリ施設の「草笛の里通所リハビリ
テーション」をご紹介いたします。

地域包括支援センターだより シリーズ

介護施設紹介
　前月号に続き、通所介護（介護予防）施設を紹介します。通所介護施設は、
通常デイサービスと呼ばれ、町内には１１の施設があります。
　今月号でご紹介するのは、「ほたるの苑デイサービスセンター」です。

平成22年度　群馬県介護支援専門員実務研修受講試験開催のお知らせ
■試験日：10月24日（日）　■願書受付：7月1日（木）～　※詳細は今月号のP17をご覧ください。

　今月号では、町内でも頻繁に発生し、地域包括支援センターへの相談も多く、また、被害金額も
高額となっている「催眠商法」について、その手口と予防方法を一緒に考えてみましょう。

「ほたるの苑デイサービスセンター」

みなかみ 町 の

月夜野１１８番地　　☎（６２）０６０６

だまされない  ひっかからない  安易に契約しない ～　消費者被害④　～

16



23

広
報

L
iv

in
g

●In
f
o
r
m
a
t
io

n

■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・１０か月児
■期日　７月21日(水)・８月19日(木)
■受付　４か月児　 13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■会場　水上保健センター２階
■対象　1歳児から未就学児（全地区）
■期日　７月６日(火) ・８月３日(火)
■時間　10時～12時
～子どもの発育と育児について親子で学ぶ楽しい教室～
　　７月●七夕飾りを作ろう
　　８月●みんなで楽しく水遊び～水着と日よけの帽子を忘れずに！～

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と親（全地区）
■期日　７月９日(金)・16日(金)・23日(金)
　　　　８月20日(金)・27日(金)
■時間　10時～12時　■主催　にこにこくらぶ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　７月16日　●にこにこ祭り
　　８月　　　 ●水遊び
※麦茶が出るのでコップを持参してください。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児･8か月児･12か月児･妊婦および産婦
■期日　７月１日(木)・８月５日(木)
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児   10:00～10:15　計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児     9:45～10:00　計測・問診・栄養相談
　＊12か月児 10:15～10:30   計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦      9:30～11:30   母乳相談（予約制）

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■７月　５日(月)・12日(月)・20日(火)・26日(月)
■８月　２日(月)・９日(月)・16日(月)・23日(月)・
　　　　30日(月)
■時間　９時～11時30分　13時～16時

■会場　町保健福祉センター

６月のじゃんぷの日(毎週木曜日)は以下のとおりです。
■会場　子育て支援センター
　　　　（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者　■時間　10時～12時
■詳細　７月１日●読み聞かせ
　　　　　　８日●お茶しませんか？
　　　　　 15日●食育の話
　　　　　　　　（講師：育英短大教授　佐藤達全氏）
　　　　　 22日●夏の簡単おやつ作り（要申込）
　　　　　　　　（町栄養士指導／定員10人／参加費100円）
　　　　　 29日●おおきくなったかな？
　　　　８月５日●読み聞かせ
　なお、７月７日（水）は、スタッフ全員が水上地区出
張のため、「汽車ぽっぽ」は休館となります。

健康づくりインフォメーション

計男の子 女の子
月夜野地区
水上地区
新治地区
計

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

みんなの保健
～みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします～
●問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎25-5009

５月
の出生者

◆数字は住民基本台帳に
　基づくものです。
（６月15日現在）

乳幼児健診

子育てひろば　にこにこくらぶ

子育て支援センター　汽車ぽっぽ

子育てセミナー（育児支援）

乳児相談・母乳相談

母子健康手帳交付

～対象の方には事前に個別通知いたします～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■

■■　幼児健診　　　　　　　　　　　　■幼児健診は地区に関係なく受診できます。
お気軽にお問い合わせください。

健　診　名 ７月 ８月

1歳6か月児健診　　対象　１歳７・8か月児 ６(火) 

２歳児歯科健診　　対象　２歳１・２か月児  11(水)

２歳6か月児歯科健診　対象　２歳7・8か月児  25(水)

３歳児健診　　対象　３歳1・2か月児 14(水)

■会場　水上保健センター
健　診　名 ７月 ８月

1歳6か月児健診　　対象　１歳７・8・9か月児 7(水) 

２歳児歯科健診　　対象　２歳１・２・3か月児 7(水)

２歳6か月児歯科健診　対象　２歳7・8・9か月児 7(水)

３歳児健診　　対象　３歳1・2・3か月児 7(水) 

4 人 2人 6人
0人 3人 3人
0人 2人 2人
4人 7人 11人

◇ベビーマッサージを始めました（１歳までの乳児対象）
■日時　７月９日(金)・８月は休み　10：30～11：00
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

◆「汽車ぽっぽ」が出張します。
　■日時　毎月第１･第３･(第５)水曜日
　　　　　午前10時～午後２時
　■初回　７月７日（水）　　■場所　水上公民館
　※対象は就学前の児童とその保護者です。
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水上わかくりこども園
交通安全教室より

　６月２日水上わかくりこども園で、６
月11日月夜野保育園で、それぞれ交通
安全教室が開催されました。
　両日とも天候に恵まれ、園児たちは、
おまわりさんと一緒にグラウンドに描か
れた横断歩道で、正しい渡り方を勉強
しました。また、屋内でも女性警察官に
よる腹話術が行われ、楽しく勉強するこ
とができました。
写真㊦＝月夜野保育園交通安全教室

みなかみ町の

数字は住民基本台帳に基づくものです
※(　) 内は前月比

水と緑・歴史と文化に息づく
　利根川源流のまち  みなかみ

町の主な行事予定町の主な行事予定
７月

15㈰　■みなかみ祭り●月夜野中学校校庭
 ■たくみの里竹とんぼ大会●旧須川小学校体育館
22㈰　■藤原湖マラソン大会●藤原湖運動広場及び藤原湖周辺
28㈯　■猿ヶ京温泉赤谷湖湖上花火大会●赤谷湖

 ４㈰　■谷川岳山開き●土合霊園地
11㈰　■参議院議員通常選挙
20㈫　■町内小中学校終業式
24㈯　■第７回赤谷湖流木工作教室●相俣ダム管理支所
25㈰　■利根川源流まつり●オートキャンパーズエリアならまた
 ■カッパ祭り●猿ヶ京温泉カッパ広場

 ６㈰ ■利根沼田支部消防ポンプ操法競技会●沼田公園
 ■平標山山開き安全祈願祭●平標山山の家前
10㈭～18㈮　■６月議会定例会●本庁舎議場
26㈯　■月夜野ホタル観賞の夕べ●矢瀬親水公園

８月

Gallery 東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

『　月下の象徴　』
作者／菊池環
規格・素材
H1，940mm×W1，120mm
パネル、アクリル、合成漆

作品の一部を「みなかみコレクション
展」として、役場水上支所２階および商
工会水上支所２階に展示中です。
■開 場 日／月曜日～金曜日（祝祭日
は除く）
■開場時間／午前９時～午後４時30分

総人口 22,341 人 （－40）
　男 10,801人 （－13）
　女 11,540人 （－27）
世帯数 8,231世帯 （－ 8 ）

人口 世帯と

６月1日現在

●　今月の表紙　●

６月に行われた主な行事

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町に寄贈された作品を紹介しています。

歳時記

　日々の暮らしの中で、「真夏日が多くなった」とか「雪の降る量や時期が
変わった」といった気候の変化を感じていませんか？
　地球には、ビニールハウスのビニールのように入ってくる光は通すけ
ど、出て行く熱の一部を逃さない温室効果ガスがあるので、ちょうど良い
気温に保たれています。
　近年、私達の活動から出た二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガスが
増えすぎたため、必要以上に熱がこもり
地球の気温が徐々に上がっています。気
温がこのまま上がると、異常気象を引き
起こす可能性が高くなると言われてお
り、深刻な問題となっています。
　みなさんも温暖化を進行させないた
めに、身近なエコから始めませんか。

温暖化問題とは？温暖化問題とは？温暖化問題とは？
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